



Inﬂuence of the Sweeping Revision to the Exam Coverage of the 
Oﬃcial Business Skill Test in Bookkeeping by Japan Chamber of 









The exam coverage of the second grade of the Bookkeeping Test by the Japan Chamber of Commerce and Industry 
will be sweepingly revised to make it more difficulty. Then, a decreasing number of students who have passed the 
second grade test will enroll in this department, and this department will have to review the present aspect, curriculum 
design and teaching method in relation to the test. This paper discusses the inﬂuence of the revision on this department.
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１．はじめに




















































年 11 月に実施され、1955 年度からは年 2回実施
されていたが、1997 年度以降は年 3回（6月・11








































































（Finance & Accounting Skill Standard） 検 定
（経理・財務スキル検定）が経済産業省から委
託された日本 CFO 協会主催で実施されている
し、BATIC（Bookkeeping and Accounting Test 
for International Communication）検定（国際会
計検定）が東京商工会議所主催で実施されてい






































































2015 年。調査期間は 2014 年 11 月 5 日～ 11 月 12 日。
インターネット調査で回答者数は 1,740 人。
（http://bizacademy.nikkei.co.jp/ feature/article.

























































































































































































































































































































































































































名をピークに減少し続け、2014 年は 10,870 名と
激減している。日商簿記検定試験 1級受験者も、
2010 年 11 月（第 126 回）の 22,008 名をピークに









































































第 3号、pp.51-64、2010 年を参照されたい。 
主要参考文献
・岩崎功編著『職業としての会計－簿記会計教育
の現場を探る－』五絃社、2009年
・河合晋「簿記教育上の諸問題に対する多変量解
析－学生に対するアンケート調査と仮説検証
－」日本ビジネス実務学会『ビジネス実務論
集』第29号、pp.1-10、2010年
・河合晋「簿記の講義シラバスにおける再検討に
ついて」岡崎女子短期大学『学術教育総合研究
所所報』第6号、pp.7-12、2013年
・柴健次『会計教育方法論』関西大学出版部、
2007年
・島本克彦『簿記教育上の諸問題』関西学院大学
出版会、2015年
・増子敦仁「わが国における会計教育の現状と課
題」東洋大学経営研究所『経営論集』第67号、
pp.115-132、2006年
・脇山昇『簿記会計教育論－基本問題の探究－
（第2版）』中央経済社、2009年
